
【２】

総
会
で
は
堀
合
辰

夫
会
長
が
「
皆
さ
ん

の
ご
協
力
に
よ
り
、

同
会
も
今
年
で
二
十

一
回
目
を
迎
え
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

二
十
年
と
い
う
節
目

を
迎
え
、
今
回
で
会
長
を
交
代
す
る

こ
と
と
し
ま
し
た
。
今
後
と
も
、
こ

れ
ま
で
以
上
の
ご
支
援
を
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
そ
の
後
、
平

成
十
七
年
度
の
事
業
報
告
や
本
年
度

の
事
業
計
画
な
ど
が
審
議
さ
れ
、
原

案
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

な
ご
支
援
を
い
た
だ
き
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。
岩
手
県
内
で
も
市
町
村
合

併
が
進
み
、
五
十
七
市
町
村
が
三
十

五
市
町
村
に
な
り
ま
し
た
。
本
町
に

お
い
て
も
さ
ま
ざ
ま
な
議
論
を
繰
り

返
し
た
結
果
、
当
面
自
立
の
方
針
を

と
る
こ
と
を
決
定
し
ま
し
た
。
団
塊

の
世
代
の
皆
さ
ん
の
将
来
住
む
場
所

に
つ
い
て
、
全
国
的
な
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
は
で
き
れ

ば
古
里
で
あ
る
山
田
に
帰
っ
て
き

て
、
町
の
力
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

総
会
終
了
後
の
「
懇
親
交
流
の
集

い
」
は
、
昆
暉
雄
町
議
会
副
議
長
の

乾
杯
の
音
頭
で
幕
が
開
け
、
参
加
し

た
皆
さ
ん
は
古
里
を
懐
か
し
み
な
が

ら
、
心
行
く
ま
で
思
い
出
話
に
花
を

咲
か
せ
て
い
ま
し
た
。
会
場
で
は
物

産
販
売
や
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会

が
行
わ
れ
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
古

里
の
香
り
漂
う
品
々
に
満
足
の
様

子
。
地
区
ご
と
に
記
念
撮
影
を
行
っ

た
後
、
来
年
の
再
会
を
約
束
し
、
会

場
を
後
に
し
ま
し
た
。

今
回
は
役
員
の
改

選
も
行
わ
れ
、
新

会
長
に
佐
々
木
道

義
さ
ん
が
就
任
し

ま
し
た
。

続
い
て
、
沼
崎

喜
一
町
長
が
町
の

近
況
を
報
告
。

「
ふ
る
里
会
の
皆

さ
ん
に
は
、
多
大

東
京
近
郊
に
暮
ら
す
本
町
出
身
者
な
ど
が
集
い
、
交
流
を
深
め
合
う

「
ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
」
が
六
月
十
八
日
、
中
野
区
の
サ
ン
プ
ラ
ザ
を

会
場
に
開
か
れ
ま
し
た
。
今
年
で
二
十
一
回
目
を
迎
え
る
同
会
に
は
、
百

三
十
人
が
出
席
。
町
か
ら
も
沼
崎
喜
一
町
長
を
は
じ
め
職
員
五
人
、
町
議

会
か
ら
は
昆
暉
雄
副
議
長
、
さ
ら
に
山
田
町
商
工
会
の
阿
部
幸
栄
会
長
が

参
加
し
ま
し
た
。
総
会
終
了
後
に
は
、「
懇
親
交
流
の
集
い
」
が
開
か
れ
、

会
場
の
あ
ち
こ
ち
で
談
笑
の
輪
が
で
き
る
な
ど
、
参
加
者
は
年
に
一
度
の

同
郷
人
同
士
の
交
流
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

第21回

ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
総
会

新会長就任のあいさつ
ふる里山田同郷の会

会長　佐々木道義

このたびの総会で４代目会長
に任命されました佐々木道義で
す。この会も初代萬藤五郎会長、
２代目田代英雄会長、３代目堀
合辰夫会長と、21年間の歴史を重ねてまいりました。
ふる里会も世間の風潮には逆らえず、会員層が高齢化
しております。年１回の集いでもあり、老若男女が一
同に会して心に残る企画をし、皆さんが楽しかったと
思える会づくりを考えております。山田町とふる里会
発展のため、精いっぱい努力したいと思いますので、
皆さまのご協力とご指導をよろしくお願い致します。

【３】

50年ぶりにいとこと
再会しました

東京都板橋区

岩野智
ち

保
ほ

子
こ

さん（71歳）
〔大浦出身・旧姓山崎〕

今回妹に誘われて、初めてこの会に参加させていた
だきました。このような会があるなんて、まったく知
らなかったです。18歳のときに上京して以来、50年ぶ
りにいとこや親戚に再会し、とても楽しい時間を過ご
すことができました。子供のころ半崎の浜辺で遊んだ
古里の記憶が思い出されて、懐かしく感じました。来
年もぜひ参加したいと思います。

ふる里山田同郷の会幹事
埼玉県さいたま市

小 川 俶
よし

弘
ひろ

さん（64歳）
〔織笠出身〕

山
田
町
の
皆
さ
ま
、
こ
ん
に
ち
は
。

上
京
し
て
早
い
も
の
で
四
十
六
年
の
歳

月
が
流
れ
、
年
齢
を
重
ね
る
ご
と
に
古

里
山
田
が
懐
か
し
く
、
山
田
の
生
ま
れ

で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。

わ
た
し
は
、
埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
に

あ
る
埼
玉
県
魚
市
場
で
水
産
仲
卸
業
を

営
み
、
三
陸
方
面
の
水
産
物
も
取
り

扱
っ
て
い
ま
す
。
特
に
山
田
湾
の
カ
キ
、

ホ
タ
テ
、
サ
ケ
な
ど
に
は
特
別
な
思
い

入
れ
が
あ
り
ま
す
。

今
、
全
国
的
に
食
に
対
す
る
安
全
・

安
心
の
要
望
が
強
く
、
特
に
首
都
圏
で

は
そ
の
傾
向
が
顕
著
で
す
。
汚
い
、
暗

い
、
危
険
の
代
表
的
存
在
で
あ
っ
た
水

産
市
場
は
、
明
る
く
清
潔
で
、
安
全
な

市
場
に
変
わ
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。
食
の

安
全
確
保
の
た
め
に
衛
生
管
理
シ
ス
テ

ム
「
ハ
サ
ッ
プ
方
式
」
を
導
入
し
、
水

産
物
の
監
視
体
制
も
強
化
さ
れ
ま
し
た
。

市
場
内
に
保
健
所
の
監
視
員
が
常
駐
し
、

入
荷
す
る
水
産
物
な
ど
を
常
時
検
査
し

て
い
ま
す
。

平
成
十
四
年
度
の
生
食
用
殻
付
き
カ

キ
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
の
検
出
が
多
く
、

中
で
も
山
田
湾
産
の
も
の
が
多
か
っ
た

と
い
う
、
残
念
な
結
果
で
あ
り
ま
し
た
。

あ
た
ら
な
い
生
カ
キ
を
育
て
る
た
め
、

農
水
省
は
ノ
ロ
ウ
イ
ル
ス
が
カ
キ
に
蓄

積
さ
れ
る
経
路
の
解
明
に
乗
り
出
す
こ

と
を
決
定
し
た
よ
う
で
す
。

風
光
明
美
な
自
然
、
き
れ
い
な
生
き

生
き
と
し
た
海
、
良
い
環
境
を
残
す
た

め
の
下
水
道
の
整
備
、
河
川
の
汚
染
防

止
、
森
林
整
備
、
町
民
の
意
識
改
革
と

課
題
は
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
町
全
体

で
正
面
か
ら
取
り
組
み
、
自
信
を
持
っ

て
山
田
町
の
水
産
物
を
継
続
し
て
出
荷

で
き
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

山
田
町
で
生
ま
れ
た
元
総
理
鈴
木
善

幸
先
生
の
功
績
と
遺
徳
を
し
の
ん
で
鈴

木
善
幸
杯
ゴ
ル
フ
大
会
を
東
京
岩
水
会
、

ふ
る
里
山
田
同
郷
の
会
、
宮
古
会
が
中

心
に
な
っ
て
年
二
回
開
催
し
、
今
年
で

回
を
重
ね
る
こ
と
九
回
。
来
年
は
十
回

の
記
念
大
会
で
す
。
山
田
町
の
方
々
も

参
加
で
き
れ
ば
う
れ
し
い
で
す
ね
。

合
併
し
な
い
で
伝
統
と
文
化
を
守
り
、

お
年
寄
り
か
ら
子
供
ま
で
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
山
田
町
を
誇
り
に
思
い
な
が
ら
、

皆
さ
ま
の
ご
健
康
と
町
の
さ
ら
な
る
発

展
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

抽
選
会
で
町
の
特
産
品
が
当
た
り
、
当
せ

ん
者
は
笑
顔
で
受
け
取
っ
て
い
ま
し
た

物
産
販
売
で
は
、
袋
い
っ
ぱ
い
に
古

里
の
味
を
買
い
求
め
て
い
ま
し
た

懐
か
し
い
顔
に
再
会
す
れ
ば
、
思

わ
ず
山
田
弁
が
飛
び
出
し
ま
す


